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１０日(水)に 吉崎久・井田佳代子・中島祐子各議員
１１日(木) 搗頭久美子議員が質問

住民が主人公の市政をめざす

日本共産党綾部市会議員団ニュース

６月議会は、６月１日に開会され、９・１０・１１日の３日間一般質問が行われます。３月議会では、

８日の日曜議会前日にコロナ感染症患者が発症し「市と市議会は緊急対策」のために、質問日程をすべて

取りやめました。

今議会では１４人が(共産党４人、創政会４人、民政会５人、公明党１人)質問をします。

吉 崎 ひさし議員 …… １０日の１番目
地域経済
○ 新型コロナウイルス感染に伴う地域経済をど
のように支援していくのか
・ 市内企業での解雇や雇止め、操業短縮等の
実態は

・ 休業要請に伴い、一時休業された現状は
・ 「持続化給付金」の申請・給付、休業要請
対象事業者支援給付金の状況は。また対象と
ならない事業者への支援策は

・ 特に３セク（水夢・あやべ温泉）の現状と
対策は生活保護申請の状況は

・ 全事業所の実態調査を行い、誰一人取り残
さない施策を行うことを求める

農業振興
○ コロナ感染に伴う農業への影響と支援策を求
める
・ 農畜産物生産と販売の現状は
・ 労働者不足による生産現場での状況は
・ ３セク「農夢」の深刻な状況と支援策は
・ 「綾部茶」の生産、収穫、低価格対策は
・ 「農地転用」の規制緩和は問題ではないか

○ 有害鳥獣防止対策の強化を求める
・ 新たな管理計画は
・ 捕獲実績とクマ出没状況とその対策は
・ 捕獲柵の耐用年数に伴う対応策は
・ 有害獣焼却処分場の規模拡大や維持管理上
の問題は

・ 綾部猟友会への支援強化を求める

井 田 かよ子議員 …… １０日の２番目
防災
○ 公的避難所のウイルス感染対策は
・ ３密を考慮した避難所対策はどうされるのか
・ ３密を考慮した避難所の収容人数はどうなるの
か

・ 避難所の収容人数が変わることで、避難所の数
を増やす必要があるのではないか

・ 避難所内の感染対策はどうされるのか
・ 感染リスクを考え、公的避難所以外の避難を周
知することも必要ではないか

・ 避難後コロナウイルス感染発症（発熱、咳等）
の隔離対策は

・ 自宅療養中の軽症者等の避難の検討は
○ 避難所運営マニュアルの策定と体制の確立が必要
ではないか
・ 発災後、迅速な避難所の開設、運営にマニュア
ルが必要と考えるが、どう進めていくのか

○ 車中泊避難も選択肢として対策が必要では
・ 乳幼児やペット同伴のための車中泊避難となる
ことが予想されるがどう考えるのか

○ 各避難所の安全確認の自供と備蓄品の状況は
・ 確認の内容、改善すべきものはあるのか
・ 避難所ごとの備蓄品の状況把握はどうされてい

るのか
○ ハザードマップの作成状況は
・どんな内容が入っているのか
・ 全戸配布の時期は

○ 福祉避難所の利用状況は
・ 福祉避難所についての広報は

中 島 ゆう子議員 …… １０日の５番目
教育
○ 新型コロナウィルス感染拡大による休校の影響と
今後の課題について
・ 臨時休校による子ども達の心身、学習への影響
とケアは

・ 保護者の経済的負担軽減の支援を
・ 学校内の感染防止対策と教職員の負担軽減を
・ 夏休み短縮期間中の暑さ対策は
・ 感染の長期化に耐えうる教育条件と体制整備を

子育て
○ 休校や外出自粛により高まる虐待リスクとその対
策について
・ 市内における児童虐待の相談や通告の状況は
・ 休校や外出自粛中の虐待予防の取組は
・ 子ども自身が相談できる窓口の拡充と周知を
・ 民間支援団体等の活動支援を
・ 訪問型支援の拡充を

行政
○ 市庁舎の新型コロナウイルス感染防止対策につい
て
・ 市役所内で実施した新型コロナウイルス感染症
拡大防止対策は

・ 子育て中の職員の休校に伴う特別休暇等の取得
状況は

・ テレワーク、分散勤務など職員の感染防

つきがしら久美子議員 ……１１日３番目
医療
○ 医療現場での新型コロナウィルス対策と医療崩壊
させない体制づくりを
・ コロナ感染症と医療現場の問題点
・ 第２波の想定と対策
・ 医療崩壊を防ぐ医療体制づくり
・ 国の医療構想での病院減らしに反対を

介護
○ 介護保険制度２０年は「介護の社会化」につなが
らず、制度の抜本的見直しが必要
・ 介護保険制度改定の推移と、利用者・家族の負
担軽減について

・介護事業所の運営と介護職員不足
・地域包括支援センターの拡充を

○ コロナウイルス感染と、介護体制が継続できる支
援を
・ 介護事業所の負担と現場の問題点
・ 介護体制の崩壊を防ぐために

○ 時期介護保険事業計画の見直しでは、事業者も利
用者も安心できる制度へ
・ 介護アンケートを活かした計画へ 了


